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は水や堆積物などを含むため摩擦的に固着せず、安定的に

すべっていると考えられていました。しかし、3·11の地震では

日本海溝の浅い部分が大きく動き、この定説が覆されました。
この原因として、海のプレ ー トが陸のプレ ー トの下に沈み込

むとき、深い部分が摩擦的に固着している（力学的固着）と、
浅い部分にある陸のプレ ー トの先端も一体となって固着する
（運動学的固着）という説が有力となっています。今回の成果
は、千島海溝でも浅い部分が東北沖と同様に運動学的固着
によってひずみをためる構造である可能性を示唆しています。

今後は、根室沖より南西側に位置する十勝沖での観測に
取り組みます。富田助教は「2025年に十勝沖へ新たに観測
点を2つ設置しました。少なくとも5年間は観測デ ー タを取
得し、根室沖と同じことが十勝沖にも当てはまるかどうかを
確かめたい」と話しています。

1 海底地殻変動は音波で観測

海底の地殻変動は「海底地殻変動観測(GNSS-A)」によ
る、海上でのGNSS(GPSなどの総称）による計測と海中で

の音響測距の組み合わせで観測します。陸上の地殻変動は
GNSSで計測できますが、海中では電波が届かないため、音
波も利用します。海底に設置したGNSS-A観測点の真上ま
で観測船で近づき観測点の位置を測定しますが、手間も費
用もかかるため、近年は「ウェ ー ブグライダー 」と呼ばれる無
人の海上観測艇も併用しています。

東北大学では2000年代から太平洋側の日本海溝沿いな
どに観測点を設謳しており、3 • 11の地殻変動も捉えること
ができました。現在は北海道沖から房総半島沖などにかけ
て20点以上の観測点を展開し、今後は日高沖などにも観測
点を増やす計画です。

【注】千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の想定震源域と、想定震源域
に影響を与える外側のエリアでモ ーメントマグニチュ ー ド(Mw)7.0以上
の地震が発生した場合に気象庁から発表される。平時よりも後発地震
の可能性が高まっているとして、1週間程度の注意を促す。

無人の観測艇ウェ ーブ
グライダー

海底に設置する観測装置
GNSS-A 
動画をIRIDeSのYouTube

9一サイトで視聴いただけます
h廿ps://ww,;.youtube.com/
@IRIDeS_TohokuU 
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題名：Seafloor geodetic evidence of slip deficit near the 
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|児玉栄 ー 教授が開発に携わったHIV治療薬が
日米で承認されました

児玉栄 ー 教授（災害感染症学分野）が開発に携わった
HIV（ヒト免疫不全ウイルス）治療薬（イスラトラビル）が、

2026年3月6日に日本で、4月21日にはアメリカで承認され
ました。この新薬は、従来の薬に比べてウイルス複製（ウイ
ルスは増殖ではなく、複製といいます）を抑える力が強く、
1日1錠など少ない服薬で効果が長持ちするほ力＼薬が効か
なくなる「薬剤耐性ウイルス」が出現しにくい特徴がありま

す。児玉教授は「感染者のウイルス量を劇的に低下させるの
で、治療に加え、感染伝播しにくくなり、新規感染者の数を
減らすこともできるだろう」と期待を寄せています。

イスラトラビルはウイルス遺伝子の材料となる核酸によく
似た構造を持ち、ウイルスが誤って取り込むことで遺伝子の

複製を妨げます。元となる化合物を1999年に発見し、ヤマサ
醤油株式会社などとの共同研究を経て薬剤酎性HIVにも
効果があることを確かめ、2006年に特許を取得しました。そ

の後、製薬大手のメルク社が製品化を進め、イスラトラビル
が配合された薬剤がこのたび承認されました。

児玉教授の関与した薬剤が承認されるのは、2013年に

承認されたHIV治療薬であるエルビテグラビルに次いで、今
回が2剤目です。エルビテグラビルはHIVのRNAから作られ

たDNA（逆転写といいます）がヒトの遺伝子に組み込まれ
るのを防ぐ薬剤です（インテグラ ー ゼ阻害剤）。当時は画期
的な薬として、その後3年ほどはHIV治療薬として世界で最
も使われた薬剤となりました。

一方、今回のイスラトラビルは「逆転写酵素阻害剤」です。

HIVのRNAがDNAに逆転写されることを阻害するので、ウ
イルスが人間の体内で複製するのを抑えることができます。
ウイルスそのものに働きかけるため副作用もほとんどなく、

予防的に服薬することも可能となる予定です。これにより、
HIV感染者本人やパ ートナ ー が安心して子どもを持つ道も
開けるかもしれません。

児玉教授は、最初に実験したときのことを「あまりにもウ
イルスが増えなくて驚いた」と振り返ります。それから四半世
紀以上を経て、2つの薬剤が製品化されました。新薬ができ
るには十数年から二十年以上かかり、―人の研究者が生涯
で複数の新薬承認に貢献するのは、とても稀なことです。

その秘訣について、児玉教授は「基礎研究と、治療薬にな
ることを念頭においた企業との共同研究、この2系統の研究
を並行して走らせてきたからかもしれません」と話します。
耐性株の性質を実証した論文を発表しつつ、耐性HIVへの
効果については、特許を出願し発表できるタイミングまで
「じっと待った」そうです。

「アカデミアは資金、人材、時間、経験のすべてが不足しが

ちです。欲張りすぎず、自分が最も得意な役割を担う研究ス
タイルを確立することが大切だと思います」と児玉教授は
話しています。
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児玉栄ー教授

|新しい防災気象情報の講演会を開催しました

気象庁が発表する「防災気象情報」が5月29日から新しく

なったことに 合わせ、日本気象協会と仙台管区気象台、
IRIDeSは5月21日に、新たな防災気象情報を解説する講演
会を開催しました。自治体の防災担当者や学校の教員な
ど、会場のIRIDeSには約70人、オンラインでは約270人が

参加しました。
従来の防災気象情報は、避難するタイミングと結びつき

にくく、わかりにくいという意見がありました。新しい防災気
象情報は、警報・注意報の情報名に「レベル3」「レベル4」な
どが付記され、レベル3と4で避難するなど、避難のタイミン
グをわかりやすくしました。

講演会ではIRIDeSの佐藤健教授（防災教育実践学分野）

安全マニュアルの実効性を高めるために防災気象情報を的
確に反映することが重要であることを話しました。

講演会の動画は日本気象協会のYouTubeサイトで視聴
できます(https://youtu.be/vBM3HmCGUmo)。

が「防災気象情報を利用した避難計画づくり」と題し、学校 講演する佐藤健教授
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